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社会教育推進計画の基本的観点 

 

□計画策定の意義 

 

猿払村は、第８次猿払村総合計画（令和８(2026)年度～令和 17(2035)年度）におい

て、さるなる豊かさの追求をテーマにし、「豊かな産業により豊かで活気のある村」「安

全で安心して豊かな暮らしが愉しめる村」「一人ひとりが生きがいを持って豊かな心を

育む村」「情報と交流により豊かなつながりが生まれる村」の４つを基本目標に掲げ、

まちづくりを進めております。 
令和５年６月、国は「第４期教育振興基本計画」を閣議決定し、今後の教育政策に

関する基本的な方針の一つとして“地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向け

た教育の推進”を掲げております。一方、北海道の教育推進計画においては、教育の

基本理念を「自立」「共生」に設定し、基本理念を実現するため、「可能性を引き出す

教育の推進」「質を高める環境の確立」「地域と歩む教育の実現」の３つの施策を柱に、

22 の施策項目を設定し、10 年後を見据えた施策の方向性に向かって個別・具体の取

組を推進することとしています。 
人口減少社会や Society5.0 の到来、グローバル化の進展などにより、人々の価値観

や生活様式、ワークスタイルが大きく変化し、子どもたちが、このような変化の激し

い時代において、夢や希望を持ち、様々な困難を乗り越え、多様な人々と協働しなが

ら持続可能な社会の創り手として成長していくことができるよう、生涯にわたって自

主的・主体的に学習を継続することが重要であり、そのことが「第８次猿払村総合計

画」のまちづくりテーマに掲げる「さるなる豊かさの追求」に確実につながるもので

あると考えます。 
この計画は、本村の生涯学習における社会教育のあるべき姿を展望し、４つの基本

目標で示された「一人ひとりが生きがいを持って豊かな心を育む村」の実現のために、

また、村民憲章、教育大綱、教育目標等の理念を具現化するために策定するものです。 
 
□計画策定の基本的な考え方 

 

本計画は、令和８年度から令和 12 年度までの「社会教育推進計画」の成果と課題を

踏まえ、今後５か年の基本的施策を示し具体的な取組や事業を展開するための基礎と

なるものであり、策定に当たっては、生涯学習の観点に立ち各推進領域の課題を明確

にするとともに、村民憲章の実践項目に着目しながら目標と具体的方策を設定し、課

題解決の進捗状況を把握しながら評価改善を適宜進めます。 
なお、読書活動の振興については、別途「猿払村子どもの読書推進計画」を策定し

取組を進めてまいります。 
 
□計画の構成・期間 

 

これまでの実績を踏まえて、「生涯学習環境の充実」「青少年の健全育成」「地域の歴

史文化の継承と振興」「スポーツ・レクリエーション活動の推進」までの４つの推進領

域を設け、令和８年度から令和 12 年度までの５か年において重点的に取り組む項目

を設定し、生涯学習推進の基本的な考え方をもとに、学校教育推進計画と併せて「猿

払村の教育を進めるために」として策定するものです。 
 



- 2 -

 

 

 

 

 □猿払村社会教育目標

 ≪メインテーマ≫ 

村を愛し誇れる豊かな心を育み魅力あふれる地域づくりをめざす社会教育の推進

 
＜サブテーマ＞ 

◇誰でも、いつでも、どこでも学べる生涯学習機会の充実 

◇家庭・学校・地域が一体となった青少年健全育成の推進 

◇多彩な芸術・文化活動に親しむ環境づくりの推進 

◇誰でも、いつでも気軽にスポーツできる環境づくりの推進

 領　域 社会教育推進の重点項目

 １．生涯学習環境の充実 ◇誰でも、いつでも、どこでも学べる生涯学習機会の充実 

①多様な学習ニーズへの対応 

②生涯学習環境の整備 

③社会参加活動の促進 

④各種委員会活動の促進 

⑤生涯学習推進体制の整備

 ２．青少年の健全育成 ◇家庭・学校・地域が一体となった青少年健全育成の推進 

①関係機関・団体との連携強化 

②地域の特性を生かした体験活動の促進

 ３．地域の歴史・文化の

継承と振興

◇多彩な芸術・文化活動に親しむ環境づくりの推進 

①歴史・文化の保存と活用 

②芸術・文化に触れる機会の充実 

③村民主体の文化振興の支援

 ４．スポーツ・レクリエ

ーション活動の推進

◇誰でも、いつでも気軽にスポーツできる環境づくりの推進 

①スポーツ活動への参加奨励と充実 

②団体・サークルの育成と指導体制の充実 

③スポーツ・レクリエーション施設等の充実

 
単年度 社会教育・社会体育事業計画
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１．生涯学習環境の充実 

 

【現状と課題】 

小学生を対象とした事業にあっては、北海道教育大学等の道内大学と連携した学習

機会を提供しているが、スポーツ少年団活動等との開催時期の調整や対象学年の拡大、

大人の多様な学習ニーズに合わせた学習機会の提供が課題である。 

今後は、住民へのアンケート調査を基に、地域の人材を活かした「和菓子づくり教

室」や「親子ふれあい事業」等、“やりがい”や“きずな”を生む学習機会と、意欲あ

るふるさとづくりの大切な要素である“自己有用感”を感じられる学習機会の提供と

充実を図っていく必要がある。 

各種委員については、主体的な活動を進めていくための環境づくりに努め、各会議

の計画的開催と研修会等への積極的な参加を得ることが今後の課題である。 

生涯学習活動の推進には、その体制整備が重要であり社会教育主事のスキルアップ

を図るとともに学芸員等専門職員の配置を検討する必要がある。 

 

【重点項目】 

【主な取組】 

○小中学生学習意欲向上サポート事業（夏季・冬季学習会、猿払村未来塾等） 

○生涯学習講座（高齢者向け含む）　　　○読書通帳事業 

○二十歳を祝う会　　　　　　　　　　　○生涯学習講演会 

○村民音楽会　　　　　　　　　　　　　○専門職員の配置の検討 

○（仮称）郷土資料館の開設と利活用　　○図書室・移動図書館車蔵書購入 

 項　　目 説　　　　　　　　　　明

 ①多様な学習ニー

ズへの対応

（１）他部局との連携を推進し各種教室等の継続開催に努める。 
（２）内容や対象拡大等を検討し事業充実に努める。

 ②生涯学習環境の

整備

（１）大学と連携し小中学生の学習意欲の向上に努める。 

（２）地域の人材を活かした事業の展開に努める。 

（３）図書室、移動図書館車の利用促進に努める。

 ③社会参加活動の

促進

（１）社会参加意識の高揚のための情報提供に努める。 

（２）ふるさとづくりに繋がる社会参加事業の設定に努める。

 ④各種委員会活動

の促進

（１）各種委員会活動の活性化に努める。 

（２）各種委員の研修会等への積極的参加を奨励する。

 ⑤生涯学習推進体

制の整備

（１）社会教育主事の育成に努める。 

（２）学芸員等の専門職員配置を検討する。
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２．青少年の健全育成 

 

【現状と課題】 

青少年関係団体への支援については、新たな取組を進められてはいないが、各団体

とも主体的かつ積極的な活動が行われており、全道大会又は全国大会への出場に掛か

る経費に対して補助金支援を行うなど、良好な成果を生んでいる。 

各家庭では、インターネットの普及に伴い生活習慣も大きく変化し動画視聴やゲー

ムをする時間が増える一方で、読書や自然体験、文化・芸術的な活動が少なくなって

いることから、様々な体験や学習機会の提供が必要である。また、管内で開催される

各種リーダ研修会に小中学生の参加奨励を行い、青少年の豊かな情操を育み健やかに

成長できる環境をつくることが重要であるが、スポーツ少年団等の活動が活発であり

事業の日程調整等に課題がある。 

また、青少年を取り巻く様々な課題・問題を解消するため、学校のみならず教育相

談所やスクールカウンセラー、保健福祉部局との綿密な連携により丁寧な対応に努め

ているが時間を要する事案も多いことから、今後もより一層の連携を取っていくこと

が重要である。 

 

【重点項目】 

【主な取組】 

○文化・スポーツ活動全国大会等出場補助金 

○スポーツ少年団補助金　　　　　　　　○子ども会連絡協議会補助金 

○親子ふれあい事業（春・冬）　　　　　○ＰＴＡ連合会補助金 

○子育て講演会　　　　　　　　　　　　○子育て講座（パパとクッキング） 

○少年の主張大会　　　　　　　　　　　○小中学生書道・絵画展 

○読書通帳事業　　　　　　　　　　　　○小中学生書き初め体験教室 

 項　　目 説　　　　　　　　　　明

 ①関係機関・団体と

の連携強化

（１）青少年問題解決のための関係機関との連携強化と情報の共
有化に努める。 

（２）既存団体種目継続のため他市町村との連携も含めた支援に
努める。 

（３）関係機関・団体が開催する研修会への積極的参加を奨励す
る。

 ②地域の特性を生

かした体験活動

の促進

（１）村外活動への人的・物的支援に努める。 

（２）自然に触れ親しむ機会の提供に努める。 

（３）伝統的文化や読書に親しむ機会の提供に努める。
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３．地域の歴史・文化の継承と振興 

 

【現状と課題】 

次世代に語り継げる歴史・文化の保存については、旧浜猿払小学校を「（仮称）郷土

資料館」として開設するためには、施設や設備の整備、専門職員の配置等の管理体制

に課題が残るものの多目的で使用できる機能を備えている施設であることから、有効

的な利活用を図っていく必要があるが、課題解決の見通しがたっていないため、現在

は不定期での展示イベントや見学希望者のみの随時対応を行っている。 

また、平成 30 年度に改訂した文化財読本「猿払村の文化財～みる・ふれる・したし

む～」を活用し、本村に点在する貴重な文化資料等を後世に伝えていくため、文化財

保護委員とともに読本を活用した保護活動を進めていかなければならない。 

文化団体・サークルにあっては、高齢化や転出等による会員数の減少や指導者の不

在により活動を休止する団体もあることから活動維持への支援を強化する等、芸術・

文化に触れる機会の充実に努める必要がある。 

 

【重点項目】 

【主な取組】 

○（仮称）郷土資料館の開設と利活用　　○特別展等の企画 

○新文化財読本の活用　　　　　　　　　○中央芸術学校公演 

○文化協会文化祭　　　　　　　　　　　○小中学生書き初め体験教室 

○図書室・移動図書館車蔵書購入　　　　○小中学生書道・絵画展 

○文化協会補助金　　　　　　　　　　　○村民音楽会 

 項　　目 説　　　　　　　　　　明

 ①歴史・文化の保存

と活用

（１）「（仮称）郷土資料館」の開設に向けた施設整備に努める。 
（２）施設の有効的な利活用と歴史・文化資料に触れる機会の提

供に努める。

 ②芸術・文化に触れ

る機会の充実

（１）生の芸術・文化に触れる機会の拡充に努める。 

（２）音楽活動に取り組むための環境整備に努める。

 ③村民主体の文化

振興の支援

（１）団体・サークル活動への支援に努める。 

（２）村内指導者の発掘と外部指導者の招へいに努める。
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４．スポーツ・レクリエーション活動の推進 

 

【現状と課題】 

これまでに実施している各種スポーツ教室は、一定のニーズがあり参加者にも好評

を得ているが多様なニーズがあることから、関係部局とも連携し健康づくりのための

メニューの開発や、多くの村民が参加できる事業の展開を図る必要がある。 

スポーツ団体・サークルは、それぞれ高いレベルを維持しながら自主的な運営と活

動を展開しているが、スポーツ協会を中心に団体間の連携を密にし、それぞれの種目

の底辺の拡大を進めるとともに、指導者の計画的育成に努める必要がある。 

村の体育施設の多くは老朽化が進み、それぞれ改修計画を立てているが、財政状況

により計画的に改修が進んでいないため、利用者が十分に満足できる整備内容とはな

っていない。また、中学生部活動の地域展開を進めているため、中学校体育館の利用

や施設整備を並行し進め、連携する必要がある。 

 

【重点項目】 

【主な取組】 

○幼児向けスキー体験会　　　　　　○ジュニアスイミングスクール教室 

○小学生ナイタースキースクール　　○ジュニアスキーバッジテスト 

○体力測定会（春・冬）　　　　　　○バランスボール等体験教室 

○教育長杯サークルボール大会　　　○スポーツ協会補助金 

 項　　目 説　　　　　　　　　　明

 ①スポーツ活動へ

の参加奨励と充

実

（１）健康維持のための運動の習慣化を推進する。 

（２）気軽にスポーツを楽しむ環境づくりに努める。 

（３）村民が一体となるイベント企画の創造に努める。

 ②団体・サークル

の育成と指導体

制の充実

（１）指導者の発掘と計画的育成に努める。 

（２）スポーツ協会事業の活性化と団体間の連携の強化に努める。

 ③スポーツ・レク

リエーション施

設等の充実

（１）体育施設の計画的改修を推進する。 

（２）体育施設設備、備品の計画的更新を推進する。


